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1. はじめに 
 従来の大学入試センター試験に代わり，2021 年 1 月に実

施される大学入学共通テストでは，英語 4 技能「読む・聞

く・話す・書く」を測定するため，英語民間試験が導入さ

れる予定だった．しかし，2019 年 11 月 1 日，4 技能評価を

支援する「大学入試英語成績提供システム」の導入を見送

ることが発表された[1]． 
 予定通り実施するかどうかに関しては，高校生をはじめ

多数の人から，賛成・反対，さまざまな意見があったとこ

ろであるが，英語教育充実のために導入を予定してきた試

験を経済的な状況や居住している地域に関わらず，等しく

安心して受けられるようにするためには，更なる時間が必

要だと判断，今回は導入が見送られた[1]． 
 本研究では，導入される予定だった民間試験の幾つかに

ついて，それらの英文にはどのような特徴がみられるのか，

計量言語学的な解析を行った．すなわち，英語民間試験問

題の英語について，文字種や単語種，及びその出現頻度を

調査した． 

2. 解析試料と方法 
 本研究において解析した試料を Table 1 に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いずれも筆記試験問題について解析を行った[2]． 
 なお，比較のため，大学入試センター試験（本試験） 
 

「英語（筆記）」2016 年 1 月実施～2020 年 1 月実施の 5 回

分（以下，「C16，C17，C18，C19，C20」と記す），また，

日本の中学校教科書 NEW HORIZON English Course 1，2，3
（東京書籍，2010）（以下，「JHS 1，2，3」と記す）と高校

教科書 UNICORN ENGLISH COURSE I，II，READING（文

英堂，2010）（以下，「HS 1，2，3」と記す）の本文の解析

も行った． 
 解析プログラムは C++で構成されている．このプログラ

ムからは，各試料の文字と単語の頻度特性の他に，文の数，

段落数，平均単語長など様々な情報が得られるよう配慮さ

れている[3]． 

3. 結果と考察 
 まず，各試料における使用頻度の高い文字の種類とその

頻度を調べた．各試料の上位 50 位までを頻度の高い順に，

縦軸は頻度の度合い，横軸は順位で，片対数でプロットし，

その特性を 

                                        y = c * exp(-bx)           (1) 

で指数近似を行った[3]．得られた係数 c，b を Fig. 1 に示

す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中高教科書を含む全ての試料の係数 c と b にほぼリニアな

関係が見られる．教科書では学年が高くなるにつれて値が

高くなっており，TOEIC や GTEC の値は中学 3 年程度と低

い．一方 TOEFL が最も高く，センター試験の近年 3 年の

試料がそれに続いている．前報において著者らは様々なジ

ャンルの英文を解析し，上位 50 位までの文字について，近

似式の係数 c と b には正の相関が見られ，ジャーナリズム

や技術英文に近いほど c と b の値が小さく，文学作品に近

いほど，それらの値が大きい傾向にあることを示した[3]．
従って，TOEIC や GTEC はジャーナリズムや技術英文，一

方，TOEFL は文学作品と同様の傾向があると言える． 

 

Fig. 1  Dispersions of coefficients c and b for character- 
appearance. 
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Table 1 Metrical data for each material. 

No. 試験名称 略 試　料

1. 英検 ２級 EI Practical English Proficiency Grade 2, 2017-2

2. TEAP TE TEAP実践問題集（旺文社，2015）の「TEAP 見本問題
１」

3. IELTS IE
"Test 1" in IELTS 14 Academic Student's Book with
Answers with Audio: Authentic Practice Tests (IELTS
Practice Tests)   (Cambridge University Press, 2019)

4. TOEIC L&R IC
"Test 1" in Official TOEIC Listening & Reading Tests 3
(Educational Testing Service, 2017)

5. TOEFL iBT FL
"Authentic TOEFL iBT Practice Test 1" in The Official
Guide to the TOEFL Test , Fourth Edition (Educational
Testing Service, 2012)

6. GTEC CBT GT
GTEC 公式問題集 CBT 第2版（ベネッセコーポレー
ション，2018）の「本試験１回目」

7. ケンブリッジ英検 CA ケンブリッジ英検 PET 実践問題集（Z会，2016）の
「模擬問題」
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 続いて単語頻度特性を調べた．TEAP と GTEC では

students，IELTS では employees，work といった単語が出現

頻度上位 30 位までに見られる．単語についても文字の場

合と同様の解析を行ったところ，係数 c については，全 18
試料中 TEAP（1.7669）が最も低く，GTEC（2.1703）が最

も高い．TOEFL（1.9707）とセンター試験の内 3 試料

（1.9236～1.9465）が平均値 1.9229 に近くなっている．なお，

両係数について，英検 2 級とセンター試験の内 2 試料が比

較的近い値を取っている． 
 次に，日本の中学校必修単語 508 語とアメリカの 4～8 歳

児を対象とした The American Heritage Picture Dictionary 
(2003) に掲載されている 798 語（以下，「基礎単語」と呼

ぶ）を基に，単語の種類とその頻度から各試料の難易度を

求めた．難易度を表すパラメータには，単語種数からの難

易度(Dws)と単語数からの難易度(Dwn)を考慮した．これらは，

全単語数(nt)，全単語種数(ns)，必修[基礎]単語数(nrs)，各必

修[基礎]単語数(n(i ))とすると， 

                                    Dws = ( 1 - nrs / ns )           (2) 

                             Dwn = { 1 - ( 1/nt * Σn (i ) ) }          (3) 

より求められる[3]．更に適切な指数を与えるため，Dws と

Dwn を変量として主成分分析を行った[3]．分散共分散行列

を用いて求めた第 1 主成分 z は，必修，基礎単語共に，[ z 
= 0.7071*Dws + 0.7071*Dwn ] となった．これより得られた主

成分得点をそれぞれ 1 次元で表したものを Fig. 2 に示す．図

より，必修単語と基礎単語による値に正の相関が見られ，

TOEFL，IELTS，TOEIC，TEAP は高校 3 年教科書よりも

難しく，一方ケンブリッジ英検は中学 3 年教科書に次いで

易しいことがわかる．また，センター試験 5 試料全てが基

礎単語による高校 1 年～2 年の間の近い値を取っており，そ

れらより若干低い値の英検 2 級と共に一つのクラスタと見

なすことが可能であると思われる． 
 各試料のその他の計量的数値をまとめて Table 2 に記す．

各試料における前置詞，関係詞等の使用頻度を求めたが，1
語ずつ意味を調べたわけではないため，前置詞，関係詞等

とカウントしたものの中に，それ以外の品詞として用いら

れている単語も若干含まれている．まず，平均単語長につ

いて，民間試験ではケンブリッジ英検が高校 1 年教科書よ

り短い一方 TOEFL，IELTS，TEAP が 6 語を超えており，全

7 試料平均 5.840，標準偏差 0.317 と，センター試験 5 試料

平均 5.644，標準偏差 0.129 よりも大きな値となっている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一文当たりの単語数についても，民間試験の平均 18.459，

標準偏差 4.881，センター試験の平均 14.925，標準偏差

0.654 と，民間試験の試料の違いによる差が大きいことが

窺われる．前置詞，関係詞等の頻度についても同様であり，

標準偏差が民間試験は 0.582～2.353，センター試験は 0.331
～0.998 で，民間試験の方が 0.251（前置詞）～1.355（人称

代名詞）高く，バラツキが大きいことが明らかとなった． 

4. おわりに 
 英語民間試験問題の英文について，センター試験問題や

中学校・高校英語教科書と比較しながら，文字や単語の頻

度特性を調べた．今後も英語試験問題の特徴抽出に関し，更

に研究を重ねていくとともに，解析結果の教育への応用に

ついても検討を行う予定である． 
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Table 2 Metrical data for each material. 

Fig. 2 Principal component scores of difficulty by required and 
basic vocabularies. 
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